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商工費 経営指導費

説明事業

創業・ベンチャー育成支援事業費

戦略項目

担当名:担当名:新産業企画・創業支援担当

07　　　世界水準の中小企業

030101　がんばる中小企業の支援

予算額

決定額 △3,455△3,455

現計額 66,86666,866

△3,455△3,455

66,86666,866

63,41163,411

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

創業・ベンチャー支援事業費

１　事業概要

　創業希望者やベンチャー企業を支援するため、創業・

ベンチャー支援センター埼玉において、アドバイザーに

よる相談やセミナー等を開催する。これにより、創業や

ベンチャー企業の成長を促進し、新産業の育成、地域の

活性化による地域経済の発展及び雇用の創出を図る。

（１）(財)埼玉県産業振興公社人件費　△3,455千円

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)事業者0

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×0.5人＝4,750千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　創業・ベンチャー支援センター埼玉管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　28,501千円
　  　　創業・ベンチャー支援センター埼玉の管理運営及びアドバイザーの配置
　　イ　創業・ベンチャー支援センター埼玉事業費　　　　 　　　　　　　　　　　　　　2,271千円
　　　　創業支援に係る各種セミナーの開催
　　ウ　ベンチャー成長支援事業費                       　　　　　　　　　　　　　　　619千円
　　　　ベンチャー企業支援に係るセミナー等の開催
　　エ　（財）埼玉県産業振興公社人件費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35,475千円

（２）事業計画
　　ア　(ｱ)　創業・ベンチャー支援センター埼玉の管理運営を行う（利用時間　月～土：9:00～17:00）。
　　　　(ｲ)　創業希望者やベンチャー企業からの相談に対応するためのアドバイザーを配置する。
　　イ　創業希望者や創業後間もない方に対して各種セミナー等を開催する。
　　ウ　ベンチャー企業を対象とする、販路拡大、事業連携、資金調達などを目的としたビジネスマッチングの場で
　　　ある「ベンチャーマーケット」やセミナーの開催

（３）事業効果

（５）補正予算の概要

　　　県の支援による創業件数
　　  目標値　1,000件(平成24年度～平成28年度)

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　ア　（財）埼玉県産業振興公社と連携して事業を実施
　　イ　行政書士や税理士、社会保険労務士など各士業協会等と連携し、開業手続きや税務、社会保険、特許など、
　　　より専門的な相談会を実施

(単位：千円)

　　（１）(財）埼玉県産業振興公社人件費：公社職員の給与の特例減額及び退職手当制度の改正に伴う減額。

分野施策


